
今、放射線被ばくを低減する。
～X線透視検査の被ばく低減と管理～
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2020年4月、改正医療法施行規則が施行された。改正点の一つとして、特定のＸ線
装置を用いた場合にその検査の被ばく線量の管理と記録を行うことが義務化された。
対象となる医療機器は、「全身用Ｘ線CT診断装置」や「循環器用Ｘ線透視診断装
置」および「放射性同位元素を使用した場合」となっている。

一方、汎用Ｘ線透視診断装置を用いて行う場合の線量の管理と記録は義務化されて
いない。汎用型Ｘ線透視診断装置はその利便性の良さにより様々な検査に使用され
ている。しかし、その検査で生じる被ばく線量は少ないとは言い切れず、今後、線
量の管理や記録が義務化されることが予想される。

本セミナーでは、汎用型Ｘ線透視装置における線量軽減方法について検討するとと
もにその線量の管理や記録について考えたいと思う。
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